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市税
　5,037,868（25.1％）

自動車取得税交付金
　92,700（0.5％）
ゴルフ場利用税交付金
　143,000（0.7％）
地方特例交付金
　83,800（0.4％）
株式譲渡所得割交付金
　2,600（0.0％）
利子割交付金
　21,300（0.1％）
配当割交付金
　6,600（0.0％）
交通安全対策特別交付金
　7,871（0.0％）

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
、市
総
合
計
画
の
推
進
を
旨
と
し
、

各
種
事
業
の
優
先
度
・
緊
急
度
を
考
慮
し
な
が
ら
様
々
な
行
政
分
野
に
積
極
的
に
対
応

し
、
各
地
域
の
一
層
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
配
慮
し
た
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
見
通
し
の
も
と
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
積
極
的

に
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
は
限
ら
れ
た
財
源
に
対
し
、
事
業
の
厳
選
と
経
費
節
減
に
努
め
、
各
種

施
策
へ
効
果
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

一般会計　201億円　　特別会計　129億7,747万9千円

一般会計は、市税をはじめ、国・県からの補助金や交付金、市債などを
財源として、福祉・衛生・教育・土木などの基本的な施策を行う会計です。

依 存 財 源
国や県から一定の基準に基づき交
付される収入

地方交付税
所得税や法人税などの国税の中か
ら市の財政需要に応じ交付される
お金

市 債 長期間における借入金

国庫支出金 事業など特定の目的の財源として
国から交付されるお金

県 支 出 金 事業など特定の目的の財源として
県から交付されるお金

地 方 消 費
税 交 付 金

地方消費税の一部で、市へ交付さ
れるお金

地方譲与税
地方揮発油税等、本来地方税に属
すべき税源を国が国税として徴収
し、市へ譲与されるお金

自 主 財 源 市が自主的に収入する財源

市 税 皆さんが市に納める税金

繰 入 金 基金等から繰り入れられるお金

諸 収 入 預金利子、雑入など

繰 越 金 前年度から繰り越したお金

使用料及び
手 数 料

施設の利用や役務の提供を受けた
人から徴収するお金

分担金及び
負 担 金

特定の利益を受けた人から徴収す
るお金

常陸大宮市の予算
●一般会計歳入内訳 （単位：千円）

地方譲与税　332,600（1.7％）

歳　入

自
主
財
源

（37.2％）

依
存
財
源

（62.8％）

使用料及び手数料　260,146（1.3％）
分担金及び負担金　221,696（1.1％）
財産収入　167,260（0.8％）
寄付金　　602（0.0％）

繰越金　300,000（1.5％）
諸収入　518,521（2.6％）
繰入金　971,659（4.8％）

地方交付税
　7,230,000（36.0％）

市債　1,977,700（9.8％）
県支出金　1,139,704（5.7％）

国庫支出金　1,136,873（5.7％）
地方消費税交付金　447,500（2.2％）

一般会計
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予算総額　330億7,747万9千円
●一般会計歳出内訳土木費

道路維持費、道路新設改良費、橋梁新設改良費、
公共下水道事業特別会計繰出金、住宅管理費関係
経費

衛生費
母子保健事業、常陸大宮済生会病院運営安定化資
金貸付金、検診委託料、合併処理浄化槽設置整備
事業費補助金、住宅太陽光発電システム設置整備
事業補助金、二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯器
導入補助金、広域聖苑管理運営費、簡易水道事業
特別会計等への繰出金、大宮環境整備組合等への
負担金関係経費

教育費
中学生海外研修事業、教育支援センター費、義務
教育施設適正配置事業、小学校通学対策費、英語
指導助手委託料、幼稚園費、ふれあいの船実行委
員会補助金、放課後子ども教室運営委員会補助金、
学校給食費関係経費

総務費
デマンド交通システム構築事業、すぐ対応事業、
集落支援事業、合併５周年記念事業、地域間交流
事業、総合支所管理費、市税の賦課徴収費、戸籍
住民基本台帳費、選挙費、統計調査関係経費

民生費
高齢者福祉対策、障がい者の入所・通所等の支援費、保育所運営
経費、児童手当、子育て支援経費、国保特別会計・後期高齢者医
療特別会計への繰出金、生活保護、災害関係経費

●一般会計歳出性質別内訳
予備費
年度中途における不測の事態で予算に不足
が生じた場合に対応するため、使途を特定
しないで歳出予算に計上する経費。

積立金
基金等への積立金。

貸付金
市が法令又は条例等に基
づき民間等へ必要な資金
を貸し付ける経費。

維持補修費
市が管理する公共用施設
等を保全するための経費。

普通建設事業費
市道、農道、林道や学校
などの公共施設等の建設
事業に要する経費。

補助費等
委託料（物件費に計上されるものを除く）、
負担金、補助及び交付金、寄附金など。

繰出金
一般会計と特別会計又は特別会計相互間において支
出される経費のほか、定額運用基金への支出。

人件費
議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、
職員給など。

公債費
市が金融機関等から借り入れた地方債

（借金）の元利償還金など。

物件費
賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、
備品購入費、報償費、委託料、使用料
及び賃借料、原材料費等。ただし維持
補修費、普通建設事業費及び災害復旧
事業費に含まれるものを除く。

扶助費
社会保障制度の一環として法令（生活
保護法、児童福祉法、老人福祉法等）
に基づき、被扶助者に対して生活を維
持するために支出される経費及び市単
独の各種扶助の経費。

平成21年度農林水産業費
農業委員会費、山間急傾斜地帯県単土地改良事業、
中山間地域総合整備事業負担金、農業集落排水事
業特別会計繰出金、木造住宅建設助成金、森林機
能緊急回復整備事業、林道整備事業関係経費

（単位：千円）

（単位：千円）

諸支出金　　21,092（0.1％）
予備費　　　20,000（0.1％）
労働費　　　13,947（0.1％）
災害復旧費　1（0.0％）

貸付金　187,648（0.9％）
積立金　94,166（0.5％）
予備費　20,000（0.1％）
災害復旧事業費　1（0.0％）

歳　出

議会費　236,929（1.2％）
商工費　433,265（2.2％）
消防費　889,081（4.4％）

農林水産費
　1,455,009
　（7.2％）
土木費
　1,816,810
　（9.0％）
衛生費
　1,874,899
　（9.3％）

教育費　2,287,296（11.4％）

総務費　2,457,321（12.2％）

公債費　3,449,450（17.2％）

民生費
　5,144,900
　（25.6％）

維持補修費　292,807（1.5％）
普通建設事業費
　1,368,221（6.8％）
補助費等
　2,110,138
　（10.5％）

繰出金
　2,156,996
　（10.7％）

扶助費
　2,439,332
　（12.1％）

物件費
　3,036,231
　（15.1％）

公債費
　3,449,450
　（17.2％）

人件費
　4,945,010
　（24.6％）
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◆総務費
・茨城大学との地域連携事業 1,757千円
★デマンド交通システム構築事業 16,767千円
・市内循環バス運行事業 58,300千円
★すぐ対応事業 11,379千円
・水郡線活性化市民列車運行事業 6,527千円
★集落支援事業 399千円
★合併５周年記念事業 5,788千円
・地域審議会費 749千円
・ふるさとまつり「ふれあい広場」補助金 7,370千円
・地域間交流事業 5,648千円
・地域活性化交付金 39,300千円
★旅券業務費（パスポート発行） 572千円
★衆議院議員総選挙費 36,330千円
★茨城県知事選挙費 28,830千円
★農業委員会委員一般選挙費 5,974千円
・基幹統計調査費 11,559千円
◆民生費
・地域ケア推進事業委託料 10,480千円
・患者輸送車等運行業務委託料 16,090千円
・社会福祉協議会補助金 49,724千円
・国保特別会計繰出金（保険基盤含む） 412,839千円
・後期高齢者医療特別会計繰出金（保険基盤含む） 129,194千円
・医療福祉費 242,545千円
・障害者自立支援介護給付費等 438,000千円
・障害者自立支援医療（更正医療）給付費 31,200千円
★障害者通所サービス利用促進事業 3,910千円
・出産祝金 9,360千円
・地域子育て支援センター事業委託料 21,474千円
・放課後児童健全育成事業 43,900千円
★大賀小学校放課後児童クラブ室改修事業 2,230千円
・保育所入所委託料 689,592千円
・民間保育所保育士増員費補助金 12,600千円
・延長保育促進事業費補助金 41,585千円
・児童扶養手当 145,200千円
・母子、父子福祉手当 14,052千円
★次世代育成支援行動計画後期計画策定事業 3,196千円
・市立保育所費 250,114千円
・児童手当 308,340千円
・敬老祝金 14,650千円
・高齢者福祉タクシー事業委託料 25,969千円
★介護予防、家族介護支援事業 42,443千円
・老人保護措置費 65,197千円
・介護保険特別会計繰出金 485,332千円
・生活保護費 390,000千円
◆衛生費
・健康診査委託料（母子保健事業） 27,362千円
・常陸大宮済生会病院運営補助金 100,000千円
★常陸大宮済生会病院運営安定化資金貸付事業 150,000千円
・難病患者福祉見舞金 4,340千円
・検診委託料（老人保健事業） 89,714千円
・予防接種医師委託料 51,546千円
・合併処理浄化槽設置整備事業費補助 26,025千円
・戸別浄化槽整備事業特別会計繰出金 21,592千円
・住宅太陽光発電システム設置補助 3,600千円
・二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯器導入補助 3,000千円
★エコアクション21認証取得事業 1,073千円
・簡易水道事業特別会計繰出金 327,053千円
・おおみや広域聖苑管理運営費 32,727千円
・ごみ収集委託料 73,098千円
・大宮地方環境整備組合負担金 479,287千円
・城北地方広域事務組合負担金 101,028千円

◆農林水産業費
・農業委員会費 27,330千円
・常陸大宮市水田防除協議会補助金 14,000千円
・中山間地域等直接支払交付金 15,138千円
・山間急傾斜地帯県単土地改良事業 81,790千円
・中山間地域総合整備事業負担金 56,200千円
・農業集落排水事業特別会計繰出金 385,431千円
・水田農業構造改革対策費 52,095千円
・木造住宅建設助成金 20,000千円
★森林機能緊急回復整備事業 78,095千円
★身近なみどり整備推進事業 6,300千円
・林道整備事業 52,758千円
◆商工費
・宮の郷工業団地企業誘致推進事業費 5,696千円
・市商工会補助金 23,960千円
★自治金融預託金 20,000千円
・温泉事業特別会計繰出金 136,299千円
◆土木費
★急傾斜地崩壊対策事業（負担金） 3,000千円
・道路維持費 178,064千円
・道路新設改良費 894,489千円
・橋梁新設改良費 41,538千円
・公共下水道事業特別会計繰出金 232,952千円
・住宅管理費 52,603千円
◆消防費
・消防団員退職報償金 16,933千円
★消防ポンプ操法競技大会県北地区大会開催事業 796千円
★全国女性消防操法大会出場事業 1,697千円
・防火水槽新設工事 33,600千円
★久慈川水系連合水防訓練開催事業 752千円
・土砂災害ハザードマップ作成委託料 1,800千円
◆教育費
・中学生海外研修事業 32,679千円
・指導主事派遣事業費 39,205千円
・教育支援センター費 8,502千円
★義務教育施設適正配置事業 850千円
★スクールガードリーダー配置事業 432千円
・小学校通学対策費 64,422千円
・小学校備品購入費 25,884千円
・小学校施設補修事業費 52,525千円
・小学校英語指導員委託料 19,089千円
・小学校ＴＴ特別配置事業 39,034千円
・小学校要保護,準要保護生徒就学援助費 7,309千円
★新学習指導要領教材整備事業 1,600千円
・中学校備品購入費 16,202千円
・中学校施設補修事業費 10,924千円
・中学校英語指導助手委託料 31,451千円
★運動部活動等活性化推進事業 2,406千円
・中学校要保護,準要保護生徒就学援助費 5,729千円
・中学校ＴＴ特別配置事業 4,105千円
・幼稚園費 130,655千円
・幼稚園就園奨励費補助金 14,929千円
・幼稚園保護者負担軽減補助金 5,310千円
★学校支援地域本部事業 856千円
・公民館費 67,033千円
・ふれあいの船実行委員会補助金 13,500千円
・放課後子ども教室運営委員会補助金 14,445千円
・文化センター管理運営 122,445千円
・図書情報館管理運営費 88,312千円
・体育協会補助金 10,146千円
・学校給食費 549,768千円
★学校給食センター基礎調査委託料 709千円

（★印の付いている事業は新規事業）

一般会計の主要事業
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市民一人あたりに使われる

学校教育、生涯学
習、文化・スポー
ツ振興などの経費

48,196円

障がい者、高齢者
の福祉充実、子育
て支援などの経費

区　　　分 予　算　額
国 保 事 業 勘 定 48億2,100万円
国 保 診 療 施 設 勘 定 2億3,500万円
老 人 保 健 293万5千円
公 共 下 水 道 事 業 7億7,200万円
公 営 墓 地 710万円
農 業 集 落 排 水 事 業 10億9,200万円
介 護 保 険 33億3,200万円
簡 易 水 道 事 業 9億800万円
宅 地 造 成 事 業 3,940万円
戸別浄化槽整備事業 6,640万円
温 泉 事 業 1億3,700万円
後 期 高 齢 者 医 療 4億1,800万円
特 別 会 計 合 計 118億3,083万5千円

区　　　分 予　算　額

上
水
道
事
業

収益的収支
収入 6億9,606万8千円
支出 6億9,606万8千円

資本的収支
収入 1億5,962万円
支出 4億5,057万6千円

お金423,532円

特別会計 企業会計

商工費や議会費、
労働費、災害復旧
費など

15,280円

火災、救急などの
消防及び災害対策
のための経費

18,734円

住民健診、疾病予
防、健康増進など
の経費

39,507円

戸籍管理、税金の
徴収、選挙などの
総括的経費

51,779円

借金を返済するた
めの経費

72,684円

農林業振興及び農
林道整備などの経
費

30,659円

道路や河川、公営
住宅などを整備す
る経費

38,283円

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足す
る額2億9,095万6千円は、当年度分消費税及び地
方消費税資本的収支調整額940万3千円、過年度
分損益勘定留保資金1億3,715万4千円、当年度分
損益勘定留保資金1億4,439万9千円で補てんしま
す。

教育費 総務費 公債費 民生費

その他 消防費 土木費 衛生費農林水産業費

108,410円

国民健康保険や介護保険などのようにそれぞ
れの特定収入で運営していく、独立した会計
のことです。

事業から得る収益を主な財源として運営して
いく会計のことで、市では上水道事業が企業
会計となっています。

■問い合わせ先■　財政課　財政グループ　☎５２－１１１１（内線３７５・３７６）
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市役所の組織・機構が変わりました
　市では、新たな行政課題や多様な住民ニーズに的確に応えていくため組織機構の見直しを行いました。

市民の方の利便性の向上と業務の効率化を図ります。

●新しく設置した部署

政策審議室
全庁的な政策調整機能の強化を図り、重要施
策等を効果的・効率的に推進するため市長直
轄組織として新設しました。

市民協働課
市民の創意や意欲を活かし、市民と行政によ
る協働のまちづくりを推進するため市民部内
に新設しました。

教育委員会教育総務課
教育行政の充実並びに新たな教育行政課題に
対応し、教育委員会の総合調整機能と政策立
案機能を強化するため新設しました。

教育委員会スポーツ振興課
地域スポーツ活動の支援及び今後のスポーツ
振興をより総合的に推進するため新設しまし
た。

●統合・再編した部署

情報政策課　⇒　企画課内に移管
経済部と建設部　　　　　　　　　⇒　経済建設部
税務課と収納課　　　　　　　　　⇒　税務徴収課
都市整備課と建設課　　　　　　　⇒　都市建設課
各総合支所の市民課と福祉健康課　⇒　市民福祉課

●体制を見直した部署

すぐ対応課
市民部内に設置されている「すぐ対応課」を市民からの多様な要望に対応し、部を越えて
横断的に業務を行っていく必要があるため、部に属さず市長直轄部署としました。

教育委員会各事務所（山方・美和・緒川・御前山事務所）
生涯学習、スポーツ振興等の一体的な推進と組織の効率化を図るため、教育委員会生涯学
習課及びスポーツ振興課内の組織としました。（設置場所や取扱業務の変更はありません。）

◎本庁の税等証明書は、市民課（１階）で発行します。
◎緒川保健センターの業務（健康推進に関する業務等）が緒川総合支所市民福祉課に移行しました。

（健診事業等については、従来どおり緒川保健センターで実施します。）

４月１日から

●窓口等変更のお知らせ

移管
統合
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本庁舎各課配置図について
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　新設された部署の主な業務は次のとおりです。
○政策審議室政策審議Ｇでは、市の重要施策及び重要事業等に係る審議及び総合調整や庁議に関する業務、

市長の特命による重要事項の調査研究に関する業務等を行います。
○市民協働課市民協働Ｇでは、行政区（区長、班長、集会所）、大学地域連携事業（まちづくり関係）、男

女共同参画関係、まちづくり講座、ＮＰＯ・ボランティア、人材育成、行政相談、国際交流に関する業
務等を行います。また、地域づくり支援Ｇでは、地域活性化対策に関する業務やこれまで企画課都市交
流推進室（Ｇ）で行っていた業務等を行います。

○教育委員会教育総務課教育総務Ｇでは、教育行政の企画及び教育委員会内の総合調整に関する業務やこ
れまで学校教育課総務Ｇで行っていた業務等を行います。また、学校適正配置推進室（Ｇ）では、これ
まで学校教育課内で行っていた業務等を行います。

○教育委員会スポーツ振興課スポーツ振興Ｇ及び施設管理Ｇでは、これまで生涯学習課内で行っていた業
務等を行います。

平成２１年度　常陸大宮市組織・機構図

市　

長

副
市
長

政策審議室

総　務　部

市　民　部

保健福祉部

経済建設部

上下水道部

山方総合支所

福
祉
事
務
所

すぐ対応課

総　務　課

企　画　課

財　政　課
市　民　課
市民協働課

税務徴収課

環　境　課

福　祉　課

介護高齢課

医療保険課

健康推進課

農　林　課

商工観光課

都市建設課

水　道　課

下 水 道 課
市民福祉課

経済建設課
市民相談室

政策審議Ｇ　　＊Ｇはグループ
すぐ対応Ｇ
庶務・法制Ｇ　職員Ｇ　
秘書広聴室（秘書広聴Ｇ）　
企画調整Ｇ　情報・広報Ｇ
行政改革推進室（行政改革推進Ｇ）
財政Ｇ　契約検査Ｇ　管財Ｇ
市民生活Ｇ　住民記録Ｇ
市民協働Ｇ　地域づくり支援Ｇ
市民税Ｇ　資産税Ｇ　特別徴収対策Ｇ
環境推進Ｇ
おおみや広域聖苑
社会福祉Ｇ　保護Ｇ
子育て支援室（子ども福祉Ｇ）
大賀保育所　山方保育所　美和保育所
介護・高齢者福祉Ｇ
医療年金Ｇ　保険Ｇ
国保美和診療所　国保緒川歯科診療所
健康推進Ｇ
農林畜産振興Ｇ　農林整備Ｇ
市営牧場
商工観光Ｇ
企業誘致推進室（企業誘致推進Ｇ）
都市整備Ｇ　管理Ｇ　道路河川Ｇ
庶務第一Ｇ　業務第一Ｇ（上水道）
庶務第二Ｇ　業務第二Ｇ（簡易水道）
庶務Ｇ　公共下水道Ｇ　集落排水Ｇ
市民Ｇ　福祉健康Ｇ
農林商工Ｇ　建設・上下水道Ｇ
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美和総合支所

緒川総合支所

御前山総合支所

会計管理者

消　防　長 消
防
本
部

東消防署

西消防署

議　　　会

教　育　長

議 会 事 務 局

教育委員会事務局

監 査 委 員

農業委員会

監査委員事務局

農業委員会事務局

市民福祉課

経済建設課

市民相談室

会　計　課

総　務　課
警　防　課
予　防　課

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

スポーツ振興課

山方事務所　　（生涯学習・スポーツ振興Ｇ）
美和事務所　　（生涯学習・スポーツ振興Ｇ）
緒川事務所　　（生涯学習・スポーツ振興Ｇ）
御前山事務所　（生涯学習・スポーツ振興Ｇ）

市民Ｇ　福祉健康Ｇ
農林商工Ｇ　建設・上下水道Ｇ

市民Ｇ　福祉健康Ｇ
農林商工Ｇ　建設・上下水道Ｇ

市民Ｇ　福祉健康Ｇ
農林商工Ｇ　建設・上下水道Ｇ

出納Ｇ
山方・美和・緒川・御前山会計課分室
庶務Ｇ　地域消防Ｇ
警防Ｇ
予防Ｇ
庶務Ｇ 予防Ｇ 警防Ｇ 救急Ｇ 通信Ｇ
庶務Ｇ　予防Ｇ　警防・救急Ｇ

庶務・議事Ｇ

教育総務Ｇ
学校適正配置推進室（学校適正配置推進Ｇ）
学務Ｇ 学校給食Ｇ
指導室
幼稚園 小学校 中学校 給食センター
生涯学習Ｇ

文化センター（管理・サービスＧ）
図書情報館（管理・サービスＧ）
歴史民俗資料館（歴史民俗Ｇ）
公民館（各事務所兼務）
スポーツ振興Ｇ　
施設管理Ｇ
 山方・美和・緒川・御前山事務所兼務
監査Ｇ
農地農政Ｇ

市民福祉課

経済建設課

市民相談室

市民福祉課

経済建設課

市民相談室

■問い合わせ先■　企画課　行政改革推進室　行政改革推進グループ　☎５２－１１１１（内線３２３）
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新
校
舎
�
体
育
館
�
新
年
度
�
�
�
�

平
成
19
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
建
築
工
事
が
完
了
し
、
4
月
6
日
に
体
育

館
に
お
い
て
開
校
式
・
始
業
式
・
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
、
新
し
い
学
校
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。

御
前
山
小
学
校
は
伊
勢
畑
・
野
口
・
長
倉
小
学
校
の
3
校
の
統
合
に
あ
た
り
、
御

前
山
総
合
運
動
公
園
の
敷
地
の
一
部
を
利
用
し
て
校
舎
と
体
育
館
が
新
築
さ
れ
ま
し

た
。

校　舎　鉄筋コンクリート2階建　延べ床面積2,901.67㎡
体育館　鉄筋コンクリート造（一部2階建て）一部鉄骨造

延べ床面積999.48㎡
建設費　約8億3,200万円

３校の子どもたちが手をつなぎ周りは自然ゆたかな山を表
し、円の内側は那珂川と鳥がデザインされています。

　

21
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
19
年
11
月

よ
り「
御
前
山
小
学
校
開
校
準
備
委
員
会
」

を
設
置
し
、新
し
い
学
校
名
や
通
学
支
援
、

校
歌
や
校
章
な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
検
討

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

統
合
に
よ
っ
て
多
く
の
児
童
が
遠
距
離

通
学
と
な
る
こ
と
か
ら
、
御
前
山
地
域
と

し
て
は
初
め
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
さ

み
ん
な
で
手
作
り

御前山小学校校歌

平成21年３月制定　　
作詞　校歌作成委員会
作曲・編曲　山田　聡

１　朝日に浮かぶ御前山
　　　　　光あふれる　学びやで
　　　　　　ともに手をとり　のびてゆく
　　　笑顔かがやく　御前山小学校

２　みどり広がるわが郷土
　　　　　ゆたかな心はぐくんで
　　　　　　元気な声が　こだまする
　　　仲間が集う　御前山小学校

３　夕焼け映す那珂の川
　　　　　ほこり高くたくましく
　　　　　　明日への希望に　満ちている
　　　未来へ歩む　御前山小学校

御
前
山
小
学
校
開
校

れ
る
こ
と
と
な
り
、運
行
経
路
や
乗
降
場
、

運
行
時
間
な
ど
を
調
整
し
ま
し
た
。

　

校
歌
に
お
い
て
は
、
御
前
山
地
域
の
児

童
生
徒
の
新
し
い
学
校
へ
の
思
い（
言
葉
）

を
募
集
し
、
校
歌
作
成
委
員
会
と
市
内
の

音
楽
科
の
先
生
と
で
作
詞
作
曲
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
校
章
に
つ
い
て
も
、
児
童
生
徒

の
案
が
盛
り
込
ま
れ
、
那
珂
川
や
カ
ワ
セ

ミ
な
ど
、
御
前
山
地
域
の
豊
か
な
自
然
が

図
案
化
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。



▲体育館

▲栗田校長による式辞
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完

成

を
祝

し
て

◆
３
月
26
日　
竣
工
式

　

竣
工
式
で
は
小
学
校
統
合
ま
で
の
経
過

報
告
が
さ
れ
た
ほ
か
、学
校
用
地
や
校
歌
・

校
章
の
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
な

ど
へ
三
次
市
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
御
前
山
小
学
校
校
歌
」
が
初

め
て
披
露
さ
れ
、
参
列
し
た
約
２
０
０
人

の
関
係
者
も
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト

◆
４
月
６
日　
開
校
式・始
業
式・入
学
式

　

開
校
式
で
は
三
次
市
長
か
ら
開
校
の
宣

言
と
あ
わ
せ
て
新
し
い
校
旗
が
授
与
さ
れ

御
前
山
小
学
校
の
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

開
校
式
に
続
き
新
入
生
31
人
、
在
校
生

１
３
８
人
と
新
入
生
の
保
護
者
な
ど
が
参

列
し
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
始
業
式
と
入

学
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
校
が
一
つ
に
な
り
、
初
め
て
の
出
会

い
や
新
し
い
施
設
で
の
初
め
て
の
式
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
使
っ
て
の
初
め
て
の
通
学

と
初
め
て
づ
く
し
の
児
童
た
ち
は
緊
張
し

た
面
持
ち
で
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

閉校を惜しんで･･･
　長い歴史と伝統に幕を下ろすことになった３校では、「閉校事業実行委員会」が中心となり、約１年
にわたり記念誌の作成や記念碑の建立など閉校の準備が進められ、３月には多くの学校関係者や地域の
方々の参列のもと閉校式典において記念碑の除幕、閉校を惜しむ会などが行われました。

（3/22：野口小体育館）
　卒業生である軍司良治氏、石
﨑英雄氏の記念講演や児童によ
る記念演奏などが行われまし
た。

（3/21：長倉小体育館）
　除幕式に続き、記念式典では
長倉小の卒業生をメンバーに含
むフルート四重奏などが行われ
ました。

（3/22：伊勢畑小体育館）
　惜しむ会では思い出のＤＶＤ
の上映や児童と市内の方が代表
を務める女声合唱団「ゆめ」に
よる合唱が披露されました。

野口小学校 長倉小学校 伊勢畑小学校
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平
成
20
年
11
月
27
・
28
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
、
全
国
か

ら
３
千
人
を
超
え
る
体
育
指
導
委
員
が
参
加

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
続
い
て
、
各
種
表
彰
が
あ
り
、

30
年
勤
続
体
育
指
導
委
員
表
彰
で
は
全
国
で

２
９
７
人
（
う
ち
茨
城
県
16
人
）
の
方
が
受

賞
し
、
当
市
か
ら
は
体
育
指
導
委
員
会
副
委

員
長
の
井
野
瀨
仁
美
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
後
は
、
基
調
講
演
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ニ
ッ
ポ
ン
ラ
ン
ナ
ー
ズ
理
事
長
金
哲

彦
氏
の
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
役
割
と
そ
の

重
要
性
」
～
地
域
社
会
か
ら
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー

ツ
ま
で
～
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

体育指導委員30年勤続表彰
全国体指30年勤続表彰を受賞して

常陸大宮市体育指導委員会副委員長　　井野瀨　仁　美　

　平成20年11月、千葉県幕張メッセにおいて開催されました、第49回全国体育指導
委員研究協議会で30年勤続表彰を受賞いたしました。
　30年を振り返りますと、多くの先輩達に導かれ、多くの仲間達に支えられ、また
教育委員会のスタッフに恵まれて充実した活動が出来たと思います。皆様方に心よ
り感謝申し上げます。

　今回の研究協議会で「スポーツ指導者の役割とその重要性」との基調講演を聞きまして、より一層身
の引き締まる思いが致しました。指導者としての知識や情熱を見直す良い機会になりました。
　この受賞を励みに体育指導委員としての資質向上はもとより、生涯スポーツの振興と普及に向けて、
微力を尽して参りたいと思います。
　最後になりましたが、社会体育の益々の発展を祈願いたしまして、受賞の挨拶と致します。

　体育指導委員とは、スポーツ振興法に基づいて各市町村から委嘱される非常勤公務員で、生涯ス
ポーツ、健康スポーツを振興するため、住民に対しスポーツの紹介・実技の指導や、その他スポー
ツに関する指導、助言をおこないます。
　また、スポーツ技術ばかりでなく、企画、運営の指導者として、体育・スポーツ振興事業の企画
に参画し、推進者として活動しています。市では各地域から合計51人が委嘱されていて、体育指
導委員は略称で「体指」と呼ばれています。
　体育指導委員に関するお問合せ、質問は下記まで。

地域名
（指導員数）

大宮
（20）

山方
（10）

美和
（7）

緒川
（7）

御前山
（7）

部会長 野上　尅洋 三次　弘史 井野瀨　仁美 藤田　佳史 青木　馨

問い合わせ先 生涯学習課
52－1111

山方事務所
57－6817

美和事務所
58－2142

緒川事務所
56－5111

御前山事務所
55－2116

あなたの地域の体育指導委員

体 育 指 導 委 員 だ よ り

第
49
回

　
全
国
体
育
指
導
委
員

研
究
協
議
会
に
参
加
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●
退　
職

�
平
成
21
年
３
月
31
日
付
�

藤
田　
　

茂
（
総
務
部
長
）

田
沢　

廣
美
（
総
務
部
情
報
政
策
課
長
）

豊
田　

忠
久
（
市
民
部
環
境
課
長
）

二
方　
　

進
（
保
健
福
祉
部
介
護
高
齢
課

︿
福
祉
事
務
所
﹀
副
参
事
）

髙
村　

和
一
（
経
済
部
長

併
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

山
﨑　

憲
昭
（
経
済
部
商
工
観
光
課
長
）

會
澤　
　

勲
（
建
設
部
長
）

大
津　

國
夫
（
山
方
総
合
支
所
市
民
課
長
）

佐
藤　

則
夫
（
山
方
総
合
支
所
経
済
建

設
課
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
）

萩
谷　

早
苗
（
山
方
総
合
支
所
経
済
建
設

課
副
参
事
併
農
業
委
員
会
事
務
局
）

柏　
　

一
夫
（
緒
川
総
合
支
所
市
民
課
長
）

野
上　
　

繁

（
緒
川
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
長
）

石
﨑　

勝
一

（
御
前
山
総
合
支
所
市
民
課
長
）

大
賀　

孝
三
（
学
校
教
育
課
長
）

圷　
　
　

晃
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

鈴
木　

健
市
（
生
涯
学
習
課
係
長
）

安
藤　

寿
二
（
大
宮
公
民
館
参
事
兼
館
長
）

柏　
　

保
一

（
山
方
事
務
所
長
兼
山
方
公
民
館
長
）

相
沢　

武
夫
（
消
防
本
部
消
防
長
）

髙
村　
　

眞
（
東
消
防
署
副
署
長
）

梶
山　

文
夫
（
東
消
防
署
副
署
長
）

清
水
喜
久
雄
（
西
消
防
署
副
署
長
）

砂
川　

博
美
（
西
消
防
署
副
署
長
）

●
異　
動

�
平
成
21
年
�
月
�
日
付
�

（
課
長
以
上
の
み
記
載
）

■
政
策
審
議
室

政
策
審
議
監　
　
　
　
　

海
老
根
一
雄

■
総
務
部

部
長　
　
　
　
　
　
　
　

諸
澤
好
一
郎

次
長
兼
企
画
課
長　
　
　

大
武　

哲
雄

財
政
課
長　
　
　
　
　
　

堀
江　

久
雄

■
市
民
部

　

部
長　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

正
男

　

次
長
兼
税
務
徴
収
課
長　

横
山　
　

治

市
民
課
長　
　
　
　
　
　

長
山　

勝
善

　

市
民
協
働
課
長　
　
　
　

内
田　

義
則

　

環
境
課
長　
　
　
　
　
　

萩
谷　

孝
行

■
保
健
福
祉
部

　

医
療
保
険
課
長　
　
　
　

木
村　
　

悟

　

健
康
推
進
課
長

兼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長　

　
　
　

飯
島　

弘
道

■
経
済
建
設
部

　

部
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井　

福
二

　

農
林
課
長　
　
　
　
　
　

鈴
木　

敏
永

　

商
工
観
光
課
長　
　
　
　

鹿
嶋　

幹
雄

　

都
市
建
設
課
長　
　
　
　

宇
留
野
孝
雄

■
上
下
水
道
部

　

部
長　
　
　
　
　
　
　
　

長
山　

髙
美

　

下
水
道
課
長　
　
　
　
　

糟
谷　

式
部

■
会
計
課

　

会
計
管
理
者
兼
課
長　
　

黒
澤　
　

豊

■
す
ぐ
対
応
課

　

課
長　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

正
詞

■
山
方
総
合
支
所

　

総
合
支
所
長　
　
　
　
　

浅
川　
　

明

　

市
民
福
祉
課
長　
　
　
　

木
村　

一
見

　

経
済
建
設
課
長

　
　

併
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

三
次　

重
雄

■
美
和
総
合
支
所

総
合
支
所
長　
　
　
　
　

小
林　

俊
雄

市
民
福
祉
課
長　
　
　
　

石
川　

仁
美

■
緒
川
総
合
支
所

　

総
合
支
所
長　
　
　
　
　

菊
池　

久
美

市
民
福
祉
課
長　
　
　
　

栗
田　

久
男

　

経
済
建
設
課
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

三
村　
　

操

■
御
前
山
総
合
支
所

　

市
民
福
祉
課
長

　
　

兼
御
前
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　

石
川　

昌
和

経
済
建
設
課
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局

小
野
瀬
時
男

■
教
育
委
員
会
事
務
局

　

教
育
次
長　
　
　
　
　
　

木
村　

則
義

　

教
育
総
務
課
長　
　
　
　

杉
山　
　

勉

　

学
校
教
育
課
長
兼
指
導
室
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
天
目　

茂

　

生
涯
学
習
課
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長

　
　
　
　
　
　
　

瀧　
　

俊
満

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長　
　

神
長　

久
栄

■
議
会
事
務
局

　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　

堀
江　

克
己

■
消
防
本
部

　

消
防
長　
　
　
　
　
　
　

宇
留
野　

正

　

次
長
兼
東
消
防
署
長　
　

相
澤　

利
光

　

西
消
防
署
長　
　
　
　
　

堀
江　

四
郎

総
務
課
長　
　
　
　
　
　

堀
江　
　

修

人
事
異
動
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核兵器廃絶平和都市宣言
青くすみきった空、那珂川や久慈川をはじめとした清らかな川の流れ、そして緑あふれる山々。この豊か

な自然の中で、平和で安心して暮らせることは、市民すべての願いです。
このようなわたしたちの願いに反し、核兵器の存在は、世界平和に深刻な脅威を与えています。
わたしたちは、世界で唯一の被爆国民として、再び「広島」「長崎」の惨禍が繰り返されることのないよう、

核兵器の廃絶と世界の恒久平和を強く願わずにはいられません。
よって、本市は、市民の平和を願う心を結集し、ここに「核兵器廃絶平和都市」を宣言します。

環境にやさしいまち宣言
わたしたちは、豊かな緑と那珂川や久慈川の清流など、自然豊かな環境のもと健康で文化的な生活を営ん
できました。
近年、豊かな生活ができるようになった反面、廃棄物の増加や生活雑排水による河川の汚濁などのさまざ
まな環境問題が起きてきました。また、化石エネルギーの大量消費は地球規模の深刻な環境問題を引き起こ
しています。
わたしたちの暮らしや行動様式が自然や生活環境に大きな影響を与えていることを考え、市民、事業者、

行政が相互に協力・連携して、豊かな自然環境を保全し、将来世代に引き継いでいくために、ここに「環境
にやさしいまち」を宣言します。

福祉と健康のまち宣言
わたしたちは、「住みなれたぬくもりのある地域で心身ともに健やかに暮らしたい」と心から願っています。

　核家族化、少子化、高齢化が進むなか、子どもから高齢者、障がい者の誰もが安心して暮らしていくため
には、人と人とのつながりを大切にし、思いやりの心を持つ地域社会を築いていく必要があります。
本市は、この豊かな自然にめぐまれた地域の中で、市民一人ひとりがお互いを尊重し、ともに助け、支え

合い、健康で幸せに暮らせる福祉のまちを目指して、ここに「福祉と健康のまち」を宣言します。

覚せい剤等薬物乱用のないまち宣言
全国各地で「ダメ。ゼッタイ。」を合い言葉に「国際麻薬撲滅運動」が展開され、茨城県においても薬物

乱用の防止のため関係機関が連携を図りながら諸活動を展開しています。
　この問題は、薬物の蔓延につながる乱用者個人の問題もさることながら、乱用者自身が引き起こす二次的
犯罪の発生も懸念され、平穏な市民生活を脅かす心配もあります。
　わたしたちは、関係機関・団体と力を合わせ、かかる事態を根絶し、安心して暮らせるまちづくりを推進
するため、ここに「覚せい剤等薬物乱用のないまち」を宣言します。

租税完納推進のまち宣言
地方分権が進む中で、本市が地域の個性や資源をいかしながら自主性・自立性・独自性をそなえたまちづ

くりを推進するためには、将来にわたって安定した行政運営を展開できる財政基盤の確立が重要です。特に
市財政の根幹をなす自主財源において税収の確保は不可欠であります。
　わたしたちは、国民の納税義務を再認識して、自主的に申告し、納期限までに完納する義務を積極的に果
たさなければなりません。
　市民一人ひとりの納税意識の高揚を図り、豊かな住み良いまちづくりを進めるため、ここに「租税完納推
進のまち」を宣言します。

ゆとりある安心・快適なまち宣言
市民が、日々の生活にゆとりを持ち、安心・快適な安らぎのある生活を送ることは人間性豊かな社会の構

築にとってきわめて重要です。
　安心して快適に生活できる生活環境の充実と働く場の確保、健全な職場環境の整備を図り、すべての市民
が心身ともに健康で、ゆとりをもって生活できる地域社会を築くことは、わたしたち市民の願いであるとと
もに将来世代に対する責務と考えます。
　そこで、本市では、これをまちづくりの基本と位置づけ、市民・事業者・行政が共通の認識を持って協力し、
実現していくため、ここに「ゆとりある安心・快適なまち」を宣言します。

常陸大宮市６つの宣言
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市
議
会
臨
時
会

　

平
成
21
年
第
１
回
常
陸
大
宮
市
議
会
臨

時
会
が
、
２
月
18
日
に
開
会
さ
れ
、
次
の

議
案
が
審
議
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

市
議
会
定
例
会

　

平
成
21
年
第
１
回
常
陸
大
宮
市
議
会
定

例
会
が
、
３
月
２
日
か
ら
24
日
ま
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
次
の

議
案
が
審
議
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
長
提
出
議
案

平
成
21
年
度
歳
入
歳
出
予
算

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
予
算

ほ
か
特
別
会
計
（
12
会
計
）
予
算

条　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

山方・美和・緒川・御前山各総合支所の
木曜日窓口業務の延長時間が変更になりました
平成21年４月から山方・美和・緒川・御前山各総合支所の木曜日窓口業務の延長時間が
午後６時15分までとなりました。（本庁はこれまでどおり午後７時まで延長しています。）

◆延長窓口及び業務◆
◆市民課（支所は市民福祉課）
住民基本台帳・戸籍・印鑑登録に関する証明
（住民異動、戸籍届出及び印鑑の登録を除く）
所得証明関係、固定資産税に関する証明、納税証明関係

◆会計課（支所は市民福祉課）
市税等の収納

■問い合わせ先■　企画課　行政改革推進室　行政改革推進グループ　
☎　５２－１１１１（内線３２３）　　　　　

「広報常陸大宮お知らせ版」　毎月10日・25日の月２回
「広報常陸大宮」　　　　　　毎月25日の月１回

平成21年４月より

○
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例

契　
　

約

○
（
仮
称
）
御
前
山
小
学
校
屋
内
運
動
場

新
築
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
補
正
予
算

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

ほ
か
特
別
会
計
等
（
11
会
計
）
補
正
予
算

平
成
21
年
度
補
正
予
算

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

そ
の
他

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

●
議
会
提
出
議
案

条　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

常陸大宮市の広報紙の発行日等が変更となりました

※発行日が土・日曜日・祝日にあたる場合は、翌平日の発行となります。
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７
月
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
が

中
止
に
な
り
ま
す
！

�
�
袋
�
�

�

マ
�
�
ッ
�
�

　

３
月
27
日
、
常
陸
大
宮
市
と
市
内
７
事

業
者
、
常
陸
大
宮
市
レ
ジ
袋
削
減
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
三
者
に
よ
り
「
レ
ジ
袋

の
削
減
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
協
定
」

の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
買
い
物
の
際
に
マ
イ

バ
ッ
グ
等
を
持
参
し
、
ご
み
を
減
ら
す
こ

と
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
と
循
環
型
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
三
者
は
、
７
月
１
日

の
無
料
配
布
の
中
止
に
向
け
Ｐ
Ｒ
を
行
う

と
と
も
に
、
市
民
に
マ
イ
バ
ッ
グ
等
の
持

参
に
よ
る
レ
ジ
袋
の
削
減
を
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

　

締
結
式
は
、
市
長
を
は
じ
め
、
事
業
者

７
社
の
各
代
表
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

３
団
体
の
各
代
表
の
他
、
商
業
・
行
政
の

関
係
者
15
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
こ
れ
は

単
に
廃
棄
物
の
削
減
の
効
果
だ
け
で
な
く

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
二
酸
化
炭
素

削
減
や
天
然
資
源
の
保
護
と
い
う
観
点
か

ら
特
に
期
待
が
も
た
れ
る
」
と
述
べ
、
こ

れ
か
ら
の
取
組
に
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
を

中
止
す
る
の
は
下
記
７
事
業
者
で
す
。

７月１日よりレジ袋の
無料配布を中止する店舗

事業者名 店舗名
イオンリテール株式会社 ジャスコ常陸大宮店
株式会社エコス エコス山方店
株式会社カスミ カスミ常陸大宮店
株式会社かわねや かわねや大宮店
株式会社スーパーヒロセヤ スーパーヒロセヤ大宮店
株式会社スーパーふじの スーパーふじの
株式会社ヨークベニマル カドヤ常陸大宮店

常陸大宮市レジ袋削減市民ネットワーク
常陸大宮市女性連絡会協議会
常陸大宮市消費者リーダー協議会
常陸大宮市食生活改善推進委員連絡協議会

　買い物の際にレジ袋ではなくマイバッグ
を使用すると約61ｇのCO2を減らせると
言われています。

※レジ袋の１枚分の
　　　CO2を削減するには？
　・シャワーを45秒短くする
　・テレビの使用を１時間短くする
　・暖房の使用時間を１時間40分減らす。
　・冷房の使用時間を２時間20分減らす。

◇これを機に、レジ袋だけでなくライフス
タイル全体を見直してはいかがでしょう
か？

■問い合わせ先■　本庁　環境課　環境推進グループ　☎５２－１１１１（内線１２３）
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おめでとうございます

農林業関係各種コンクール受賞者
　平成20年11月22日、茨城県三の丸庁舎広場において「いばらき森林の感謝祭」が開催され、
記念式典において各種コンクールの表彰式が行われました。各コンクールの受賞者は以下のとお
りです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

◎
全
国
し
い
た
け
管
理
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

農
林
水
産
大
臣
賞

河
西　

和
文
（
高
部
）

◎
茨
城
県
林
業
コ
ン
ク
ー
ル

　

・
造
林
部
門

優　

秀　

大
曽
根
浅
道
（
宇
留
野
）

優　

良　

海
老
根
宮
内
（
田
子
内
町
）

　

・
間
伐
部
門
（
優
良
材
生
産
の
部
）

最
優
秀　

岡
山　

益
美
（
上
檜
沢
）

優　

良　

川
野
邊
良
一
（
大
岩
）

　

・
間
伐
部
門
（
森
林
機
能
保
全
の
部
）

優　

良　

小
林
す
み
ゑ
（
諸
沢
）

　

・
し
い
た
け
管
理
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀　

河
西　

和
文
（
高
部
）

◎
国
土
緑
化
・
育
樹
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

準
特
選　

中
島　

未
結
（
山
方
小
２
年
）

　

〃　
　

長
岡　

常
吉
（
美
和
中
２
年
）

入　

選　

小
林　
　

翼
（
山
方
小
３
年
）

　

〃　
　

野
上　
　

蓮
（
大
宮
西
小
５
年
）

　

〃　
　

大
金　

拓
哉
（
美
和
中
２
年
）

◎
国
土
緑
化・育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

準
特
選　

猿
田　

宗
大
（
山
方
小
１
年
）

入　

選　

中
山　

大
志
（
大
宮
西
小
６
年
）

◎
山
火
事
予
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

特　

選　

笹
沼　

桃
香（
大
宮
二
中
１
年
）

佳　

作　

石
井　

彩
花
（
山
方
中
１
年
）

　

〃　
　

馬
籠
奈
夏
美
（
緒
川
中
１
年
）

◎
き
の
こ
品
評
会

　

・
原
木
し
い
た
け
部
門

茨
城
県
知
事
賞河

西　

和
文
（
高
部
）

茨
城
県
議
会
議
長
賞

笠
井　

克
美
（
高
部
）

　

・
菌
床
し
い
た
け
部
門

茨
城
県
特
用
林
産
振
興
会
長
賞

平
塚　

和
夫
（
三
美
）

◎
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

茨
城
県
知
事
賞横

山　

浩
大
（
大
賀
小
６
年
）

茨
城
県
特
用
林
産
振
興
会
長
賞

海
老
根
瑞
穂
（
大
賀
小
６
年
）

◎
茨
城
の
森
林
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入　

選　

佐
藤　
　

登
（
舟
生
）

　

〃　
　

益
子
み
つ
江
（
栄
町
）

　平成21年2月12日、茨城県民文化センターにおいて
「茨城県ふるさとづくり大会」が開催されました。
　この大会のなかで、西塩子地区が「ふるさとづくり活
動モデル地域集落」として表彰され、西塩子の回り舞台
保存会会長大貫孝夫氏が伝統芸能の継承などの活動事例
の発表を行いました。

西塩子地区
　ふるさとづくり大会で表彰

平成20年度
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▲卒業を前に　思春期の性について

心ひとつに　「Music  Festival～音楽万歳～」開催！●２月28日●

　市文化センター大ホールで開催された第１回目の Music  Festival には６５０人を超える多くの方が来
場し、第１部では「各学校による演奏」、第２部では「合同バンドによる演奏」が行われました。
　「迫力のある演奏に感動した」「各学校の特色ある演奏が聴けてよかった」「来年も継続してほしい」等、
温かい励ましの言葉を市民の皆さんからたくさんいただき、吹奏楽部員にとって大きな自信につながりま
した。
　市内の吹奏楽部員が一堂に会し、心をひとつにして演奏し合ったこの Music  Festival は、各学校の吹
奏楽部員の練習意欲と技術の向上だけでなく確かな友情を育てました。
　また、市民の皆さんに中学校吹奏楽部の活動を理解・支援していただくよい機会となりました。
　「音楽ってすばらしい！音楽万歳」といった感動や音楽を愛する心が市全体に広がっていくよう、吹奏
楽部活動の一層の充実を期待しています。

　

平
成
15
年
４
月
、
県
立
小
瀬
高
等
学
校

と
美
和
・
緒
川
・
御
前
山
中
学
校
と
の
中

高
一
貫
教
育
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

教
員
の
交
流
に
よ
る
授
業
や
生
徒
間
の

交
流
な
ど
を
通
し
て
連
携
を
深
め
、
進
路

希
望
実
現
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒

た
ち
の
能
力
や
可
能
性
を
伸
ば
し
、
郷
土

を
愛
す
る
心
や
21
世
紀
を
担
う
「
生
き
る

力
」
を
培
う
こ
と
を
目
指
し
て
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
当
時
、
中
学
校
に
入
学
し
た

生
徒
が
、中
高
一
貫
教
育
６
年
間
を
経
て
、

平
成
21
年
３
月
１
日
卒
業
し
て
い
き
ま
し

た
。　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
希
望
に
対
応
し
、
生

徒
が
将
来
の
進
路
を
見
極
め
た
う
え
で
学

年度・系列
進学 就職

在家庭 合計 備考
大学 短大 専門

学校 製造 福祉 販売

20
年
度

文・理 ４ ２ １ ７
事務 １ ４ ２ ７
技能 ２ ４ ３ １ 10
教養 ２ １ ５ 10 ６ 24
福祉 ３ ２ ３ ８
合計 ６ ３ 12 20 ３ 11 １ 56

習
内
容
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
単
位
制
を
導
入
し
、
多
様
な
教
育
課

程
を
編
成
（
６
つ
の
系
列
）
し
、
進
路

達
成
に
向
け
て
の
指
導
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
４
年
連
続
の
茨
城
大
学

合
格
を
は
じ
め
、
５
年
連
続
就
職
内
定
率

１
０
０
％
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

中
高
一
貫
教
育初

の
卒
業
生

中
高
一
貫
教
育初

の
卒
業
生
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ＪＡ茨城みどりより通学帽の寄贈 常陽銀行大宮支店より防犯ブザーの寄贈

教
育
委
員
さ
�
�

変
�
�
�
し
た

教
育
委
員
さ
�
�

変
�
�
�
し
た

東
富
町
交
番
開
設

東
富
町
交
番
開
設

近
郊
交
流
卓
球
大
会
開
催

近
郊
交
流
卓
球
大
会
開
催

　

任
期
満
了
に
よ
り
教
育
委
員
の
岡
﨑
怜

子
さ
ん（
上
小
瀬
）と
三
次
文
子
さ
ん（
盛

金
）
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
２
月
23
日
付

け
で
根
本
淳
子
さ
ん
（
山
方
・
写
真
右
）

と
髙
沢
た
か
江
さ
ん
（
小
田
野
）
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
21
日
か
ら
東
富
町
交
番
の
運
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
大
宮
地
域
全
域
を
担

当
し
ま
す
。

　

な
お
、
東
富
町
交
番
の
開
設
に
よ
り
世

喜
・
大
賀
・
玉
川
・
大
場
駐
在
所
は
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
に

お
い
て
市
卓
球
連
盟
（
寺
門
信
義
会
長
）

主
催
の
、
第
３
回
常
陸
大
宮
市
近
郊
交
流

卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
・
栃
木
県
内
の
中
学
校
・
卓
球
ク

ラ
ブ
１
０
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
常
陸
大

宮
市
と
日
立
市
の
中
学
生
の
合
同
チ
ー

ム
、「
日
立
大
沼
球
友
ク
ラ
ブ
Jr
Ａ
」
が

女
子
団
体
の
部
で
み
ご
と
優
勝
し
ま
し

た
。

　平成 21 年２月 15 日、那珂地区
剣道錬成大会が那珂地区剣道連盟

（佐藤和男会長）主催により、西部
総合公園体育館で開催されました。
　この大会は、１年交替で那珂市
と常陸大宮市を会場に開催されて
いるもので、36 回目を数えます。
　今回は常陸大宮市内からの参加
団体が４部門すべてで優勝を果た
しました。

●小学生の部（26）　　
　優勝　世喜剣道クラブ A

●中学生男子の部（11）　
　優勝　山方中学校

●中学生女子の部（９）　
　優勝　大宮中学校

●高校・一般の部（10）　
　優勝　大宮尚武館Ｃ

※（　）内は出場チーム数

《新入学児童の安全を願って》
善意をありがとう

剣道大会で好成績収める
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し
い
た
け
駒
打
ち
援
農
隊

“
久
隆
線
道
路
愛
護
会
”の

長
年
の
活
動
に
感
謝
状

豊島区の森木こり隊ツアー

し
い
た
け
駒
打
ち
援
農
隊

“
久
隆
線
道
路
愛
護
会
”の

長
年
の
活
動
に
感
謝
状

　

３
月
７
～

８
日
に
か
け

て
、
都
市
農

村
交
流
の
一

環
と
し
て
、

農
山
村
で
農

作
業
を
手
伝

い
た
い
と
い

う
都
市
住
民

等
を
対
象
に
、

農
家
の
作
業

軽
減
や
、
交

流
に
よ
り
農
産
物
の
販
売
促
進
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
し
い
た

け
駒
打
ち
援
農
隊
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
首
都
圏
に
住
む
方
を
中
心
に

24
人
が
援
農
隊
に
参
加
し
、
緒
川
地
域
の

し
い
た
け
生
産
農
家
５
戸
の
、「
駒
打
ち
」

や
「
収
穫
」
作
業
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
丁
寧
に
作
業
を
行

い
、
農
作
業

を
手
伝
っ
て

も
ら
っ
た
生

産
農
家
か
ら

の
反
応
も
良

好
で
し
た
。

　

３
月
18
日
、
久
隆
線
道
路
愛
護
会
（
木

村
新
会
長
）
に
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

愛
護
会
は
発
足
以
来
40
年
に
わ
た
り
、

県
道
上
桧
沢
下
小
川
停
車
場
線
、
市
道
狢む

じ
な

の
草
線
、
市
道
久
隆
沢
線
の
美
化
活
動
に

努
め
、
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
は
も
ち
ろ

ん
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
簡
単
な
補
修
も

行
い
、
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

道
路
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
に
は
、
発
足
40
周
年
を
記
念

し
農
村
集
落
多
目
的
共
同
利
用
施
設
で
、

総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
謝
状
は
40
年
の
活
動
に
対
し
、
県
知
事

よ
り
送
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
、
昭

和
60
年
に
は
知
事
褒
章
で
あ
る
「
茨
城
県
ば

ら
賞
」、
平
成
２
年
と
８
年
に
は
「
建
設
大

臣
賞
」
平

成
５
年
に

は
「
日
本

道
路
協
会

会
長
賞
」

を
受
章
し

て
い
ま
す
。

　３月14日、豊島区の皆さんが除伐や下草刈り作業のため、おがわふれあいの森を訪れました。
　当日は天候が悪く、予定していた作業は実施できませんでしたが、やすらぎの里公園内の施設へ場所
を移し、慣れない道具に悪戦苦闘しながら森内に設置する木製ベンチを４台作りました。
　その後、市内にある物産センターや温泉施設を巡り、常陸大宮市での１日を満喫しました。
　また、昨年５月には桜植樹地に生い茂った雑草対策のため、「豊島区の森守り隊」が草刈り作業を行い、
11月には「豊島区の森つくり隊」が４回目となる桜の植樹を行いました。その際、緒川緑の少年団や
グリーン緒川協議会、緒川フォレストなどたくさんの方々にご支援をいただきました。
　今後も地域間交流事業を通し交流を深め、より多くの豊島区民に本市を紹介していきます。

木こり隊

つくり隊

守り隊
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楽
し
い
�
話
の
世
界
�

四
季
彩
館
入
館
�
�
�
万
人

企
画
展

�
人
�
と
の
暮
�
し
と
健
康

―

明
治
�
大
正
�
昭
和
の
常
陸
大
宮―

�

赤
十
字
救
援
車
�

配
備
さ
�
�
し
た

スケート教室

楽
し
い
�
話
の
世
界
�

四
季
彩
館
入
館
�
�
�
万
人

企
画
展

�
人
�
と
の
暮
�
し
と
健
康

―

明
治
�
大
正
�
昭
和
の
常
陸
大
宮―

�

赤
十
字
救
援
車
�

配
備
さ
�
�
し
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尺丈山「百樹の森」

　

３
月
７
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

ル
で
、
市
読
み
聞
か
せ
連
絡
会
の
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
連
絡
会
は
市
内
の
９
グ

ル
ー
プ
が
加
入
し
、
日
ご
ろ
は
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
が
合
同
で
発
表
会
を
行
う
の

は
今
回
が
は
じ
め
て
で
、
当
日
、
会
場
に

は
３
５
０

人
の
方
々

が
訪
れ
、

人
形
劇
や

影
絵
や
め

く
り
絵
な

ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
お

話
し
の
世

界
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
、
ご
ぜ
ん
や
ま
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
四
季
彩
館
の
入
館
者
が
２
５
０
万

人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

２
５
０
万
人
目
の
入
館
者
と
な
ら
れ
た

方
は
、
栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
在
住
の
赤

上
哲
夫
さ
ん
で
す
。

　

赤
上
さ
ん
に
は
、
内
田
善
博
理
事
長
か

ら
記
念
品
と
し
て
「
認
定
書
」「
四
季
彩

館
招
待
券
」「
柚
子
ジ
ュ
ー
ス
」「
柚
子
ワ

イ
ン
」「
地
元
産
イ
チ
ゴ
」
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
四

季
彩
館
は

平
成
７
年

４
月
22
日

に
オ
ー
プ

ン
。
13
年

11
カ
月
で

入
館
者
２

５
０
万
人

を
迎
え
ま

し
た
。

　

２
月
21
日

～
３
月
22
日

に
、
市
歴
史

民
族
資
料
館

大
宮
館
で
開

催
さ
れ
た

企
画
展
で
は
、

江
戸
時
代
以

降
、
地
域
で

活
躍
し
た
医

者
・
産
婆
、

受
け
継
が
れ

た
家
伝
薬
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、３
月
１
日
に
は
秋
山
高
志
氏（
元

目
白
大
学
教
授
）
と
真
柳
誠
氏
（
茨
城
大

学
教
授
）
に
よ
る
講
演
会
、14
日
に
は
「
安

産
・
子
育
て
の
寺
社
め
ぐ
り
」
と
し
て
泉

の
観
音
さ
ん
や
雨
引
観
音
（
桜
川
市
）
な

ど
の
史
跡
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
で
は
、
災

害
救
護
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

県
内
市
町
村
へ
計
画
的
に
赤
十
字
救
援
車

の
配
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
県
内
の
市
町
村
へ
合
計

８
台
の
救
援
車
が
配
備
さ
れ
、
当
市
へ
は

軽
ワ
ゴ
ン
車
が
配
備
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
福
祉
課
で
管
理
し
、
火
災

等
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
救
援
及
び
赤

十
字
奉
仕
団
の
活
動
等
に
使
用
し
ま
す
。

　３月15日、尺丈山「百樹
の森」で、ボランティア協
議会40人と一般参加者18
人が参加し、山ツツジの植
栽と枝打ち作業が行われま
した。

※尺丈山「百樹の森」森づく
りボランティア協議会で
は、会員を募集していま
す。興味のある方は事務
局へご連絡ください。

■問い合わせ先■
美和総合支所経済建設課

農林商工Ｇ
58－3851（直通）

　３月25・26・27日、笠
松運動公園アイススケート
場において、市教育委員会
主催のスケート教室が開か
れ、162人の小学生が参加
しました。
　スケート初体験の子ども
たちも、インストラクター
の丁寧な指導であっという
間に滑れるようになりまし
た。
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労働法を知ってほしい
茨城大学人文学部教授　深谷　信夫

　去る2月４日、常陸大宮市と
茨城大学の連携事業の一つとし
て開催されてきた市民大学講座
で、「働く時の基礎知識／家族
も知っておくべき法律知識」と
題する講義をさせていただき
ました。「年越し派遣村」など
深刻な労働問題が伝えられるな
か、限られた時間のなかで、何をお伝えしたらいいのか悩
みましたが、マスコミをにぎわしている労働問題を法律的
にはどう考えたらよいのか、採用内定の取り消しや名ばか
り管理職の問題などについて解説させていただきました。
しかし、残念ながら、その後も雇用と労働条件をめぐる状
況は悪化しています。一つひとつの労働問題は、労働法の
ルールにしたがって、適正に解決されなければなりません。
そのためには、市民が労働法の基礎知識を身につけること
が不可欠であり、市民講座のような学びの場が、数多く求
められているのではないでしょうか。

※市と茨城大学とは相互に連携協力して「豊かな自然と調和した安
心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取組んでいます。

　常陸大宮市ネットワーカー協議会ヤッホーふれあいの会では、
毎月シートベルト着用調査をＪＲ山方宿駅前で実施しています。

調査日
運　　転　　席 助　　手　　席 合　　　　計

台　数 着用数 着用率（％） 台　数 着用数 着用率（％） 台　数 着用数 着用率（％）

４月10日 199 192 96.5 36 25 69.4 235 217 92.3

５月１日 189 171 90.5 10 9 90.0 199 180 90.5

６月３日 171 150 87.7 25 22 88.0 196 172 87.8

７月１日 197 193 98.0 19 16 84.2 216 209 96.8

８月１日 166 159 95.8 18 16 88.9 184 175 95.1

９月２日 182 171 94.0 29 24 82.8 211 195 92.4

10月２日 225 214 95.1 41 21 51.2 266 235 88.3

11月４日 192 181 94.3 19 14 73.7 211 195 92.4

12月１日 185 170 91.9 32 27 84.4 217 197 90.8

１月13日 191 169 88.5 24 19 79.2 215 188 87.4

２月２日 196 183 93.4 16 14 87.5 212 197 92.9

３月２日 166 161 97.0 22 19 86.4 188 180 95.7

合　計 2,259 2,114 93.6 291 226 77.7 2,550 2,340 91.8

◎平成20年度調査分

ご 注 意 ！
　定額給付金に関する市役所や総務省職員等
をよそおった不審な電話にご注意ください！

　最近、市役所や総務省職員等を装った以下
のような不審電話の情報が寄せられていま
す。
　かかってきた電話を取ると、「政府給付金
アンケート」等と名乗り、ダイヤル操作を促
す音声ガイダンス（テープ）が流れるという
ものです。
　市役所や総務省では「政府給付金アンケー
ト」といったアンケート調査はおこなってお
りませんので、ガイダンスに従わず、そのま
ま電話を切るようお願いします。
　ご自宅や職場などに市や総務省の職員など
をかたった不審な電話がかかってきたり、郵
便が届いたりしたら、迷わず、市役所や警察
署（または警察相談電話〈＃９１１０〉）に
ご連絡ください。

【問い合わせ先】
総務部企画課　
定額給付金給付事業プロジェクトチーム

☎５２－３４１４（直）

いっしょにまちづくり

車に乗ったらシートベルト
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～塩分を摂りすぎていませんか？～
　平成18年度国民栄養調査では、20歳以上の1日当りの塩分摂取量は11.2gという結果がで
ました。基準は10g以下ですが、高血圧や腎合併症の方は６g未満（高血圧治療ガイドライン）
といわれています。日常使用する調味料・食品の塩分を紹介します。生活習慣病の予防や重症
化を防ぐために是非参考にしてください。

食品別１回分 量 塩（ｇ） 私は 食品別１回分 量 塩（ｇ） 私は

しょうゆ 大さじ１ 3.0 みそ汁（汁を含む） １わん 1.2～1.5

みそ 大さじ１ 2.4 うどん汁 １丼 ４～６

ポン酢 大さじ１ 1.3 食パン
６枚きれ
１枚60g

0.8

マヨネーズ 大さじ１ 0.3 五目ラーメン １人前 8.1

のり佃煮 大さじ１ 1.2 カツ丼 １人前 4.5

市販たくあん 20g（２切れ） 0.9
にぎり寿司
つけしょうゆ2.7g

１人前 5.9

市販　梅干し 大１個（正味10g） 2.2 カレーライス １人前 4.3

市販の食品には成分の表示で「ナトリウム○○ｍｇ」と表示されています。

ナトリウムｍｇを塩分ｇになおす計算方法は以下の通りです。

　　　ナトリウム（ｍｇ）×2.54÷1000＝塩分（ｇ）

「名義貸し」は絶対にやめましょう！

塩分目安表

　名義貸しとは、契約上他人に自分の名前を貸すことです。消費者金融、クレジット、携帯電話な
どでの「名義貸し」があります。友人や知人に頼まれて、または、割のいいアルバイトとして契約
書に気軽に名前を書き、思わぬ請求を受けることがあります。

●被害にあわないために
　「いいアルバイトがある」「名前だけ貸して」「絶対に迷惑はかけない」などという言葉を信じ、
名前を貸すことは絶対にやめましょう。自分は名義を貸しただけと思っていても、あくまでも契約
上の支払い義務は、契約名義人が負うことになります。「名義を貸しただけ」という言い訳は通用
しません。
　さらに、名義を貸した携帯電話や銀行口座、カードが違法行為に使われていた場合、契約者本人
が違法行為に加担したとして、法的責任を問われるおそれもあります。
　どんなに信頼している人でも「名前を貸してほしい」と頼まれたら、はっきり断りましょう。

■問い合わせ先■
　茨城県消費生活センター　　　　　　☎０２９－２２５－６４４５
　常陸大宮市消費生活センター（本庁商工観光課内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎５２－２１８５（直通）

から健康は食
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FIRE  DEPARTMENT  HITACHIOMIYA
消防本部（隊）　　　　　　　常陸大宮

救急車を呼んだら消防車まで来た！ “なぜ”

第45回

　最近サイレンを鳴らして、消防車の後を救急車が走っているのを見たことがありませ
んか？
　これは「連携出動」といい、消防車と救急車が同時に出動します。救急車には隊員が
３人乗っています。しかし、３人で処置・搬送が困難な場合に連携出動が必要となるのです。
　近年救急業務は「とにかく早く病院へ運ぶ」ではなく、救急救命士の誕生以降、救急隊員の行える処置が
拡大して、「現場で必要とされる処置を的確に行い、病院へ引き継ぐ」へと変わってきました。そこで次の
ような場合には、連携出動を行っています。

　「うちは救急車を呼んだのに消防車も来た！」というような場面に遭遇される時もある
と思いますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

救える命を救うために！
　近年、救急業務だけでなく救急医療が大きな変革の時期を迎えてい
ます。市民生活の安全確保のため救急業務の高度化を積極的に進めて
いますが、救命率の向上には市民の皆様方が応急手当の必要性と救急
車の正しい利用法についてご理解いただくことが最も重要です。

　消防署では毎月第四土曜日に
　　　一般の方を募集して普通救命講習会を実施
　１１９番通報後、救急車が到着するまでの間、傷病者のそばにい
る方による人工呼吸や胸骨圧迫などの「心肺蘇生法」のほか、止血などの病態に応じた処置は救命向上には
不可欠な要因となります。これらの心肺蘇生法に加えて、致命的な不整脈を起こした心臓に電気ショックを
かけるＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用が認められています。
　市民の皆様にとって最も重要なことは、実際に遭遇した場合に応急処置がすぐ
さま実施できるかどうかということです。そのためにも、救命講習をぜひ受講し
ていただきますようお勧めします。
　詳しくは消防本部・警防課　☎５３－１１５３ 　へお問合せください。

消防自動車等の緊急走行に対するご理解とご協力を！
　消防自動車や救急自動車は、一刻も早く火災などの災害現場に急行し、被害を最小限とするため消防活動
を行い、また急病人等には応急処置をし、すみやかに病院へ搬送しなければなりません。
　消防自動車等は、緊急時に迅速に通行するため、道路交通法では「緊急自動車」として、一般の車両より
も優先して走行することが認められています。
　消防自動車等が円滑に緊急走行できるよう、皆さん一人ひとりのご理解とご協力をお願いします。

●病気やけがなどで心臓や呼吸が止まっている場合
（心肺蘇生法を行いながら救急車までの搬送が困難なため。）

●高い建物で階段を使用する場合や通路が狭い場合
（観察を継続しながら搬送するのが困難なため。）

●交通量の多い場所で発生した交通事故の場合
（傷病者や救急隊員の安全確保を必要とし、通行車両を規制しながら搬送するため。）

●その他、通報内容から応援隊が必要と判断した場合
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大宮地域の方の作品をご紹介します。 

文化刺繍クラブ　
会員 10人

代表　野上　貞子
☎５2 － 1510

せき書道クラブ　
会員 5人

代表　阿久津　忠
☎ 53 － 0535

藤田　和子「兜」

野上　貞子「ばら」

木村　節子「精悍」 阿久津　忠
「王維詩」

廣木　正義
「唐詩」

和田　恵風
「唐詩」

健康アドバイス 「乳腺症」 常陸大宮済生会病院
　副院長兼診療部長　小島　正幸先生

　「乳腺症です。心配ありませんね。」外来でこういわれたことがある人は多いと思います。では乳腺症とは、
いったいどんな病気なのでしょうか。
　乳腺は、年齢とともに発達期･成熟期･退縮期と変化していきます。乳腺症は、乳腺の加齢に伴う変化や更
年期および老化現象の正常な過程からやや外れた変化で、病気ではないという考えが最近主流になってきて
います。また、乳腺症だからといって乳癌になりやすいとは限りません。乳癌は乳腺の細胞から発生するわ
けですが、それは乳腺症の有無にかかわらず発生するので、乳腺症と診断されたからといって、心配したり
不安に感じたりする必要はありません。しかし今後も乳癌にはならないと保証されたわけではありませんの
で、乳房の検診は引き続き行うようにしましょう。
　乳房に痛みを感じたり、さわってみるとゴリゴリとしたり、乳頭から分泌液が出てきたりすると、乳癌で
はないかと心配になります。これらの症状は、乳癌にも見られる症状なので、医師のほうもまず乳癌を疑う
ことから診察を始めます。レントゲンや、超音波検査で癌の可能性が無いと判断した場合は、乳腺症と診断
することになります。それでもなお心配が残るときは、細胞診や組織診を行って診断を確定します。ここま
で行わないと癌と区別がつかないほど紛らわしい乳腺症もあります。

両手を組んで背筋を伸ばす。 両腕を頭上に上げ、十分に伸ばす。 肘を後ろへ引き、胸を張る。

肩こり予防　～肩と腕の運動～シルバーリハビリ体操



歴史民俗資料館大宮館
☎５２―１４５０

▲阿弥陀院

▲本尊の阿弥陀三尊像
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上
大
賀
原
坪
の
ゼ
ン
コ
ッ
チ
ャ
マ

（
第
41
回
ふ
る
さ
と
見
て
歩
き
）の
そ
の
後

国く
に

長お
さ

の
阿あ

弥み

陀だ

院い
ん

◇
阿
弥
陀
院
の
来
歴

　

緒
川
地
域
の
国
長

に
あ
る
阿
弥
陀
院
は

真
言
宗
豊
山
派
の
寺

で
、
正
式
に
は
五
仏

山
阿
弥
陀
院
西
蓮
寺

と
い
い
ま
す
。
現
在

は
奈
良
県
の
長は

谷せ

寺で
ら

の
末ま

つ

寺じ

で
す
が
、
も

と
も
と
は
下
野
国
那

須
福ふ

く

原は
ら

（
栃
木
県
大

田
原
市
福
原
）
の
宝ほ

う

持じ

山さ
ん

金こ
ん

剛ご
う

寿じ
ゅ

院い
ん

伝で
ん

法ぽ
う

寺じ

の
末
寺
で
し
た
。

　

こ
の
金
剛
寿
院
は
藤ふ

じ
わ
ら
の
よ
し
か
ど

原
良
門
（
関か

ん

白ぱ
く

太だ
じ

政ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

藤ふ
じ

原わ
ら
の

良よ
し

房ふ
さ

の
弟
）
を
始
祖
と
す
る

那
須
一
族
が
祈
願
寺
と
し
て
建
立
し
た
も

の
で
す
。

　

那
須
氏
は
真
言
宗
の
開
祖
空
海
に
深
く

帰
依
し
て
い
た
た
め
、
福
原
に
布
教
の
拠

点
と
し
て
金
剛
寿
院
が
開
か
れ
ま
し
た
。

那
珂
川
流
域
で
の
布
教
の
展
開
が
国
長
の

地
ま
で
広
ま
り
、
こ
の
地
に
阿
弥
陀
院
が

建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
金
剛
寿

院
の
影
響
力
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か

は
、江
戸
時
代
前
期
、寛
文
三（
一
六
六
三
）

年
の
水
戸
藩
の
「
開
基
帳
」
か
ら
推
測
で

き
ま
す
。
寺
社
の
由
緒
、
寺
領
、
本
末
関

係
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
の
史
料
か
ら
は
、

旧
八や

里さ
と

地
区
（
小こ

舟ぶ
ね

、
大お

お

岩い
わ

、
千せ

ん

田だ

、
小お

瀬せ

沢ざ
わ

、
吉よ

し

丸ま
る

、
油ゆ

河ご
う

内と

、
入い

り

本ほ
ん

郷ご
う

、
松ま

つ

ノの

草く
さ

）
に
金
剛
寿
院
の
末
寺
が
多
数
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
弥
陀
院
所
蔵
の
古
文
書
か
ら
は
、
宝
徳

二
（
一
四
五
〇
）
年
に
祐ゆ

う

誉よ

が
中ち

ゅ
う
こ
う興
（
廃

れ
て
い
た
の
を
再
び
盛
ん
に
し
た
）
し
た

と
い
う
内
容
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
開
山

は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
阿
弥
陀
院
の
歴
代
住
職
に
名
を
連

ね
る
宥ゆ

う

応お
う

は
「
常ひ

陸た
ち

僧そ
う

史し

略り
ゃ
く」
と
い
う
書

物
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
高
僧
で
、

那
珂
郡
北
部
で
は
相
当
の
格
式
を
持
っ
て

い
た
寺
院
と
い
え
そ
う
で
す
。

◇
阿あ

弥み

陀だ

三さ
ん

尊ぞ
ん

像ぞ
う

　

阿
弥
陀
院
の
本
尊
は
鎌
倉
時
代
に
作
ら

れ
た
阿
弥
陀
三
尊
像
で
す
。
七
百
年
ほ
ど

前
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
内
で
も
数
少
な
い
中
央（
京
都
や
奈
良
）

の
仏ぶ

師っ
し

の
手
に
な
る
こ
の
三
尊
像
は
、
柔

和
な
中
に
も
荘そ

う

厳ご
ん

さ
を
漂
わ
せ
る
素
晴
ら

し
い
像
で
す
。
中
央
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像

の
高
さ
は
八
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
脇わ

き

侍じ

の
観か

ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

と
勢せ

い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

は
九
十
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　

阿
弥
陀
院
は
天
保
期
の
寺
社
改
革
、
幕

末
の
騒
乱
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
ま
し
た

が
、
明
治
三
十
五
年
の
暴
風
に
よ
り
堂

宇
が
破
損
し
た
た
め
、
修
復
し
て
現
在
の

堂
宇
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
尊
も
破

損
し
て
い
た
た
め
こ
れ
を
直
し
、
昭
和

五
十
五
年
に
入
仏
式
を
行
っ
た
こ
と
が
参

道
に
建
つ
石
碑
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

　

戦
国
期
を
中
心
に
下
野
国
（
栃
木
県
）

那
須
郡
内
を
勢
力
下
に
置
い
て
い
た
那
須

氏
の
ゆ
か
り
の
寺
が
国
長
に
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
地
域
が
歴
史
的
に
常
陸
と

下
野
の
国
境
と
し
て
特
殊
な
位
置
に
あ
っ

た
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
も
の
で

す
。
市
内
に
は
佐
竹
氏
ゆ
か
り
の
寺
社
や

城
跡
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
国
境
付
近
に

は
そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
佐
竹
氏
以
外
の

武
家
の
痕
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

阿
弥
陀
三
尊
像
は
本
堂
内
に
安
置
さ
れ

て
お
り
、
許
可
を
得
れ
ば
ど
な
た
で
も
拝

観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
参
考
文
献
〉『
緒
川
村
史
』

　

昨
年
９
月
号
に
掲
載
し
た
「
上
大
賀
原

坪
の
ゼ
ン
コ
ッ
チ
ャ
マ
」
は
講
員
と
地
区

の
住
民
に
よ
り
、
信し

な

濃の

善ぜ
ん

光こ
う

寺じ

へ
の
初
の

団
参
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
に

講
員
五
名
が
代
参
に
行
っ
た
の
が
最
初
で

最
後
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

お
よ
そ
三
十
名
で
の
団
参
が
実
現
し
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
ゼ
ン
コ
ッ

チ
ャ
マ
の
祠ほ

こ
ら

を
新
調
し
、
信
濃
善
光
寺

よ
り
新
た
に
御
神
体
が
勧か

ん

請じ
ょ
うさ
れ
ま
し
た
。

今
年
三
月
十
五
日
の
春
の
例
祭
に
そ
れ
を

納
め
、
数

年
ぶ
り
に

投
げ
餅
が

行
わ
れ
る

な
ど
し
て

賑
や
か
に

祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最終回
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としょじょうほうかん
☎ 53－ 7300

行　事　予　定 休　 館　 日

★おはなし会
　・美和かわせみの会　　　5 月２日、6 月 6 日（土）
　・ロゼのつどい　　　　　5 月９日、6 月 13 日（土）
　・どんどんちっち　　　　5 月 16 日（土）
　・めばえの会　　　　　　5 月 21 日（木）
　・はみんぐばあど　　　　5月23日、6月27日（土）
　　＊午前 1 １時から 1 階児童コーナーで行います。
★子ども映画会
　5 月 6 日（水）　午後 2 時から　2 階視聴覚室
　　「いたずら子ネコ」 　　　（15 分）
　　「わたしおてつだいねこ」 （19 分）
　　「くまのおいしゃさん」　（23 分）
★特別資料整理期間
　6 月 17 日（水）～ 24 日（水）

　４日（月）
　７日（木）
１１日（月）
１８日（月）
２５日（月）

　１日（月）
　８日（月）
１５日（月）
１７日～２４日
＊特別資料整理期間
２９日（月）

５月 ６月

開館時間　午前 9 時 30 分～午後 6 時
　　　　　木曜日は午後 7 時まで

御前山地域 　５月から移動図書は廃止となります。　教育委員会御前山事務所　☎ 55-2116

　現在、カウンターには「カマキリの卵」が入った卵
のうがあります。普通に屋外で冬を越す場合は、４～
5 月に卵がかえりますが、暖かい室内のため３月末に
ぞろぞろと、かわいい赤ちゃんが生れました！あと１
つ残っているので楽しみです。ちなみにカマキリの卵
は雪に埋もれないように産み付けるので、その高さに
よって雪の量が予想できるという説があります。

By  M・K

カウンターこぼれ話
おすすめの１冊
『愛とカルシウム』　

木村　航　著　YF　キム

　介護施設で暮らす環は、自分の指さえも満足に
動かすことができず、体が石化していく難病と闘
う 18 歳。そんな彼女がスズメのヒナを育てるこ
とになり…。愛することを知り、「生きていく理
由をやっと見つけた」環の明るく前向きな生き方
に感動する一冊です。

〈一般書〉
・「女の道は一本道」　　　　　　　　　田渕久美子
・「少年譜」　　　　　　　　　　　　　　伊集院静
・「WE　LOVE ジジイ」　　　　　　　　　 桂望実
・「思い出探偵」　　　　　　　　　　　　　鏑木蓮
・「反乱する管理職」　　　　　　　　　　　高杉良
・「ポトスライムの舟」　　　　　　　　津村記久子
・「骨の記憶」　　　　　　　　　　　　　　楡周平
・「乱反射」　　　　　　　　　　　　　　貫井徳郎
・「廃墟建築士」　　　　　　　　　　　　三崎亜記
・「英雄の書」上・下　　　　　　　　 宮部みゆき

〈ヤングアダルト〉
・「ちっちゃな彼女。」上・下　　　　　　　A ｋｉ
・「孤独星」　　　　　　　　　　　　　　　　ベニ
・「絢香」　　　　　　　　　　　　　　　本郷陽ニ
・「オニロック」　　　　　　　　　　　　　中村航

〈児童書〉
・「くらべてみよう！昭和のくらし」　　　新田太郎
・「動物の『跡』図鑑」　　　　ジニー･ジョンソン
・「おつきさまのやくそく」　　　　　いとうひろし
・「ハナカミ王子とソバカス姫」　　　　　舟崎克彦
・「かいてんずしだいさくせん」　　　　　　平田景
＊その他の新刊は、図書情報館カウンターで「新しく入った本」
（冊子）、または図書情報館のホームページをご覧ください。

　アドレス　http://www.tosyo.city.hitachiomiya.lg.jp
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上小瀬在住　岸　和子さん

　
私
は
﹆
19
歳
の
時
か
ら
福
祉
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。(
何
年
か
は

秘
密
で
す
！
︶

　
高
校
卒
業
後
﹆
一
度
は
会
社
員
と
し

て
ス
ー
ツ
を
着
て
働
き
ま
し
た
が
﹆﹁
企

業
の
た
め
で
は
な
く
﹆
人
の
役
に
立
ち

た
い
！
﹂
と
思
い
転
職
し
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
早
？
年
。
結
婚
し
子
ど
も
に
も

恵
ま
れ
﹆
お
互
い
の
両
親
の
温
か
い
協

力
を
受
け
﹆
大
切
な
家
族
の
理
解
の
も

と
に
﹆
仕
事
を
続
け
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
﹃
元
気
﹄
だ
け
が
取
り
柄
の
私
で
す

が
﹆
時
に
は
挫
け
て
し
ま
い
そ
う
に
な

る
こ
と
も
…
…
で
も
﹆
そ
ん
な
時
は
﹆

周
り
の
方
々
に
助
け
ら
れ
﹆
お
年
寄
り

の
方
の
笑
顔
や
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
の
言

葉
に
励
ま
さ
れ
る
と
﹆
い
つ
も
の
私
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。私
の﹃
元

気
﹄
と
﹃
笑
顔
﹄
が
多
く
の
方
々
の
心

の
支
え
に
な
る
よ
う
に
﹆
こ
れ
か
ら
も

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
日
々
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

き
っ
と
今
日
も
﹆
元
気
に
市
内
を

走
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　子育て広場は総合保健福祉センターかがやきで、毎週火・水・木曜日に開設しています。
　子ども同士、親同士が自由に遊び、好きにおしゃべりし互いに交流することができます。保育士も常
時いるので不安なことなどを気軽に相談することもでき、育児、子育ての情報なども提供してくれます。
料金は無料です。
　市内在住、または里帰り中で保育園や幼稚園に通っていない 3 歳未満児の親子の方、気軽に遊びにき
てください。

広報 常陸大宮４月 第55号
発行日　平成21年4月27日　
発行/常陸大宮市
編集/企画課　
〒319－2292　
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
TEL 0295(52)1111　FAX 0295(53)6010
E-mail　email@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ　http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

常陸大宮市の人口（3月１日現在・推定常住者） 総人口46,152人(男22,607人、女23,545人） 世帯数16,253世帯

２０１１年７月２４日
地上デジタル放送完全移行
デジタル放送に関するお問い合せ先
地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

TEL:0570-07-0101または03-4334-1111
平日：９:00～21:00／土・日・祝祭日９:00～18:00

2月17日
親子でセルフポートレート
　～セルフタイマーを

使って写真撮影～

3月9日
親子 D：eco バック
　～エコバックを作りました～

3月17日
ほっとひと息パステルタイム
　～パステルで絵を描きました～

3月9日3月9日

2月17日2月17日
親子でセルフポートレート
　～セルフタイマーを

■問い合わせ先■　福祉課　子育て支援室　　☎５２－１１１１（内線１３８）


